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研究成果の概要（和文）：「ルール的人権原理にもとづく普遍ルール社会構想」という展望において、１つの新
しい共生原理論と方法原理の基礎づけを行った。今後は、自由の「相互承認の原理」と「共通了解の原理」によ
って、認知症や精神障害者＝「存在的マイノリティ」の承認と共生に向けた課題を「生の世界」の理解と感受に
もとづく相互ケアと相互承認、すなわち普遍共生の構築によって解明したい。

研究成果の概要（英文）：In the perspective of the 'universal rule society concept based on the 
rule-based human rights principle', we have laid the foundations for one new symbiosis principle 
theory and method principle. In the future, we would like to elucidate the challenges for the 
recognition and symbiosis of people with dementia and mental disabilities = 'existential minorities'
 by the 'principle of mutual recognition' and the 'principle of common understanding' of freedom, 
through mutual care and mutual recognition based on the understanding and perception of the 'living 
world', i.e. the construction of universal symbiosis.

研究分野： Philosophy, phenomenology, psychology, sociology

キーワード： 認知症との共生　普遍共生論　価値とルールの人権原理　ケアの哲学　自由の相互承認　共感の原理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
普遍的人権概念の哲学原理・実践的原理を巡る混乱や齟齬、および共生論が拠って立つ哲学原理と方法論および
社会構想における相違に起因する混乱と対立を解消し、現実社会に力強く寄与しうる共生原理論として「ケアの
哲学」と「普遍共生論」の基礎づけを行うことができた。これによって認知症の人や精神障害者たちが抱えてい
る苦しみや諸問題を実践的に解決する哲学原理的方法が解明されえよう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

(1)社会的背景；冷戦構造の崩壊後、世界各地で民族対立、宗教・文化・エスニシティをめ

ぐる対立（価値対立）が一挙に噴出した。価値対立は価値観の「妥当要求」とマイノリティ

の「存在承認」を求める。よって、マイノリティの権利の要求と普遍的人権概念との両立可

能性が研究テーマとなる。また、日本社会にも、「外からの」マイノリティに加え、「内なる」

マイノリティが存在し、長年、排除され差別・抑圧されてきた。こうしたマイノリティの公

的承認と社会的包摂のためには、社会的共生の原理に関する哲学・実践的研究が求められる。 

(2)学術的背景；価値対立の核心的問いは、マイノリティの権利と普遍的人権概念との共

存可能性の問題、すなわち、共生である。今日多数の共生論が、理論面・実践面において対

立や齟齬をきたしている。すなわち①普遍的人権概念の哲学原理・実践的原理を巡る混乱や

齟齬、②共生論が拠って立つ哲学原理と方法論および社会構想における相違である。これら

の混乱と対立を解消し、現実社会に力強く寄与しうる共生原理論の構築が求められている。 

２．研究の目的 

本研究の目的は、人権概念および共生論に関する諸理論の対立をできるだけ解消し、広範

な共通了解可能な共生原理論を構築することにある。本研究の学術的な独自性は、申請者が

解明した２つの人権原理―価値的人権原理とルール的人権原理―を分析方法にする点にあ

る。価値的人権原理とは、「人間の尊厳」のような絶対的価値を根拠にして、他者の人権救

済を優先する義務論的な人権論である。ルール的人権原理は、人びとの約束・合意に由来し、

自由の相互承認・共通了解を目標とする自発的な人権論である。２つの人権原理に基づいて、

混在し対立する現代の共生論を独自に４つに類型化―「聖域的共生論」・「リベラル共生論」・

「コミュニタリアン的共生論」・「自立的共生論」―し、各理論間の対立点や通底するものを

解明する。本研究のもつ創造性は、共生の問題を「ルール的人権原理にもとづく普遍ルール

社会構想」という展望において、１つの新しい共生原理論と方法原理を解明・提示する点に

ある。その際、とりわけルール的人権原理に由来する方法原理としての自由の「相互承認の

原理」と「共通了解の原理」によって、市民社会が直面する人権と共生の実践的な諸問題の

解決法を検証し提示する。 

３．研究の方法 

本研究においては、価値対立の克服・解消という課題、とりわけルール的人権原理の方法

原理である自由の「相互承認の原理」と「共通了解の原理」が有効性をもつことを吟味・検

証する。その際、現代の共生論の相違点と通底するものを検証する。その際、とくに実践面

とりわけ公教育と社会福祉・臨床心理における理論対立の調査研究を進める。この点に関し

て、➀山竹伸二（研究分担者）は臨床心理の領域、②苫野一徳（連携研究者）は公教育の領

域、③行岡哲男（連携研究者）は医療の領域で、各々の価値対立の状況を踏まえて原理論・

方法論を構築しており、研究期間内にさらなる調査・研究を進めて、その成果を公表する（研

究会の開催・学術シンポジウムの開催・報告集作成等による成果公開）。 

４．研究成果 
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本研究の基本的研究テーマは、人権概念と共生論である。いいかえれば普遍的人権概念と

マイノリティの権利との共存可能性、すなわち市民社会において普遍性（人権）と特殊性（マ

イノリティの権利）がいかにして共存しうるかがテーマである。そのとき、人びとの間のさ

まざまな価値観・価値意識の差異・相違に起因する「価値対立」の克服が課題となる。いう

ならば、市民社会における多文化共生社会の可能性と条件の探究である。 

本研究によってマイノリティの概念を刷新し、従来の価値対立を止揚し多様な価値観の

共生をめざす多文化共生論に加え、新たに普遍共生論を模索し提案した。普遍共生論は、従

来の「価値的マイノリティ」に加え新しく「存在的マイノリティ」を措定し、「普遍共生」

（認知症や精神障害者たちとの共生）の道を切り拓く。 

普遍共生論が依拠するのはフッサール現象学と竹田青嗣の『欲望論』における諸原理と理

論である（「現象学－欲望論」）。「現象学－欲望論」は、人間を「エロス存在」とし「生の世

界」を生きる主権的身体をもった実存的人間とする観点に立脚する。『欲望論』は、価値観

の対立のみならず、認知症の人々やさまざまな障害者、ハンセン病者などの人々の「存在を

承認」し、こうした人々を人間らしく受け入れ接することができるような環境・社会的条件

を醸成し、互いを理解・了解しうるための原理と方法とを切り拓く。『欲望論』が開拓する

のは、「生の世界」で生きるさまざまな「エロス存在」としての人間同士が、互いの生の意

味と価値を承認しあい、存在そのものを認め合うことのできる、いうならば生身の人間同士

の普遍的共生論である。普遍共生論は「エロス（欲望）原理」に立って、人間を「主権的身

体」として「生の世界」に実存する存在とみなす。いわば「ありのままの存在」そのものを

認め合うのが普遍共生論である。 

また、共感と承認の哲学によってケアの哲学を深化させることができた。現代社会では、

高齢者・障碍者の福祉、保育と教育、医療とセラピーなど、いわゆるケアの充実が喫緊の課

題となっているが、制度や仕組みばかりが議論され、その原理は十分に理解されていない。

本研究では障害者施設や保育園の視察、聞き取り、そして専門家を集めた定期的な研究会に

おける議論をとおして、心のケアの本質が共感と承認を介した自己了解にあることが明ら

かになった。 
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